
動圧グルーブ流体潤滑軸受式ＶＴＲ用回転ヘッドシリンダ 
 A rotary head cylinder for hydrodynamic grooved bearing video tape recorders 
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 本申請の動圧グルーブ流体潤滑軸受式ビデオテープレコーダ（ＶＴＲ）用回転ヘッドシリンダは，
世界で初めて大量生産された「動圧グルーブ軸受」が使用された機構である．動圧グルーブの加工
法には，古くにエッチング加工が知られているが，量産性に乏しいという問題があった． 

 そこで，需要が増大した家庭用ＶＴＲの量産化を可能とするため，日本企業を中心に研究開発が
進められ，ボール転造ツールを軸受内周面に押付け，回転方向と軸方向に制御しながら送り込む塑
性加工法が確立し大量生産を可能とした． 

 本技術を用いて製造されたヘッドシリンダは，ＶＴＲが一般家庭に普及し始めた１９８４年から
市場投入し，約２,３６３万台が生産された． 

 また，ＶＴＲがＤＶＤに置き換わった現在も，上記の加工法による動圧グルーブ軸受はハード
ディスクドライブ（ＨＤＤ）のスピンドルモータをはじめ，レーザービームプリンタのポリゴンミ
ラーモータや冷却ファンなど広く波及するに至っている． 

 特に，ＨＤＤスピンドルモータは年間約６億台が生産されるが，大半が動圧グルーブ軸受方式で
ある． 
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